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フアンタステイック・ フェミニズム
大阪産業大学教授 (10月 より大阪府立大学教授) 田 間 泰 子

「何かが道をやつてくる」――フアンタジー作家レイ・ブラッドベリの短編タイト

ルである。彼の小説が感じさせるのは、「この世界には、何か私の知らないものが私

と共に存在する」ということだ。空気や木の葉の微妙な動き、人々のいつもと違うち

よつとした言の端など、繊細な感覚をとおして何かが訪れたとわかる。それは、今朝までの馴染み深い世

界と異なる可能性の訪れである。だが、ブラッドベリの小説において、そのもの (者/物/モノ)は敵や

味方といつた自明なカテゴリーでは決して捉えきれない。だから、それらは恐怖や悲しみを連れてやつて

来る場合にも、不安とともに期待や、畏怖をも我々に抱かせる。世界はつねに未知であり、地平は開かれ

ている。

現実には、私は訪れるものを全て受け入れるわけにはいかない。私は世界中の強姦犯を撲滅したいと思

つているし、もし右の頬を殴られれば、左の頬を差し出すかわりに右ノ(ンチを喰らわすかもしれない。け

れど、未知の何ものかを「敵だ」「女だ」「私の子どもだ」というように 1000/0分 かつたと思う瞬間、その

ものの存在の意味に対し、私は「理解」という傲慢を犯していると思う。それは、世界の可能性を殺すこ

となのだ。そうではなく、あるものの存在の意味を、単純で固定されたカテゴリーの内に封殺しないこと。

それが私にとつて、フェミニズムの原点である。

人も書物も世界も、豊穣な未知をはらんでいる。それらは決して楽しいものばかりではないが、私の既

知にとつての差異として、万華鏡のように日々現れる。このような絶え間なく現前する差異こそ、」.W.
スコットも言うようにフェミニズムが主張する平等の源泉である。だから、フェミニズムとは可能性であ

り、平等であり、多様性のうちにある生だと私は思う。

フェミニズムにとつて、この世界はとてもフアンタステイックでドキ ドキするものなのである。
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VAWW一 NETジ ャパン/編

世織書房 2005年 6月  1050円
2005年 1月 、NHK番組「問われる戦時

性暴力」への政治的圧力が表面化したが、

真相はいまだにヤプの中である。「間に葬
ってはならない」という信念を込めて、当

事者である「VAWW一NETジャパン」カミ

記録集を刊行した。

岡本有僣 編 発売影書房

発行NPO法人前夜 2005年 7月 1470円

「特集 :<女たち>の現在」力ヽ 面白い。

「戦後女性運動の経験から」 (五島昌子)「平

積みにされる<女たち>」 (小野祥子)な れ
カラーロ絵には、ソン・ヒョンスクのマッ

ドウィメンが掲載されている。

村松安子/書 未来社 2005年 5月  3990円
「ジェンダーと開発」論の展開は、ま

だ諸についたばかり。日本でも、「フェミ
ニスト経済フォーラム」が設立されるな
ど、ようやく広がりを持ち始めた。この

分野を先導する著者が、今までの成果を
集め、上梓したのが本書である。マクロ

経済学 。経済政策学にも、ジェンダー視
点からの考察が必要なのである。ジェン

ダー予算を考える上でも是非。

高井昌白 菩 ミネルヴァ書房

2005年 4月  2100円
女子マネージャーという女性差別的な

制度の誕生プロセス解明、メディアにお

ける差別論争の研究、差別的な制度のな
かで生きる女性のアイデンティティ研究が

本書の意義と、著者。様々なメデイアや

インタビューに表れた女子マネージャー

像を分析し、テーマに迫っている。

原ひろ子/監修 「原ゼミの会」編集委員会/編

文化書房博文社 2005年 6月  4725円
原ひろ子氏 (元お茶の水女子大学教授)

に師事した研究者たちによる論文力21本
並んでいる。「ジェンダーの視点にたって、

森羅万象に接近する場合、現実がどのよ

うにみえてくるか」(監修にあたって)が
テーマ。

諸橋泰樹/著 批評社 2005年 4月  1890円
ジェンダー及びジャーナリズムに関する

著者の最近の小論を集めた。時代や国の状
況への「不回   「閉塞感」「苛立ち」の空
気が、「季節の変わり目」の認識とともに
社会をおおっている。そんな時代のあり様
を、ジェンダーに敏感な視点から解読しよ

うとした書である。わかりやすく、親しみ
ある言葉で書かれている。

男 と女の倫理学  よく生きるための共生学入門

篠原駿■郎・浅田淳―/編 ナカニシヤ出版 2005鋼 月 2730円
「男と女」という二つの性からなる「人間」を、「倫理学」の観

点からとらえ直した。「男女共生のイデオロギーとしてのフェミニ
ズム」(篠原駿一郎)「性同一性障害と性のグラデーシヨン」(中塚
幹0な ど。

フランス革命に代表される大変革期における性文化はどのような
もので、どういう影響を残したの力Ъ 2∞3年の日本西洋史学会のシ
ンポジウムをもとに構成されている。

からだの文化人類学 変貌する日本人の身体観
波平恵美子′書 大修館書店 200ダ円月 1680円

親から子に、夫から妻に、子から親に、乳幼児に対してさえも、

2005年 5月  3150円

「暴力」力激 しさを増している。「親しい者の身体に対しての否創 、
「自らの身体への否赳 がこれはど広汎に、多様に生じている根本
的状況とは何なのか。「自分自身が深く組み込まれている親密な関
係性の破壊は、自らの存在についての認識の混乱のあらわれである」
と著者はいう。

改訂版 近代という名の女性
水村和子/著 近代文芸社 200群

“

月 1890円
T・ S・ エリオットやローレンス、ポーヴォワールを解読したフェミ

ニズム批評の著。「フェミニズムが流行に堕することを恐れる」視
点からの、骨のある発信である。

ジェンダーと成人教育
高橋満 。

1閥石多希督≒/編著 創風社 2005年4月  2520円
労働する女性をめぐるジェンダーのあり様とこれに対抗する女性

たちの運動における “学ド について検討。差別や抑圧に対抗する
社会的実践に資する “学び

り
を、理論化しようとしている。
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辻村みよ子・山元―/編 東北大学出版会

2005年4月  2310円
2003年からはじまった東北大学COEプ

ログラム「男女共同参画社会の法と政策」
の取組みが叢書として出版されている。本
書はその第 3巻目で、日本の政治、男女共
同参画政策を、プログラムに集まった研究

者ハ 分担して考察している。

主張の明確な書だ。戦争とは決して人

間の本能でも、自然でもない。暴力的な

男性と屈従する女性という家父長制の関

係が、男性を非人間化し、女性を無力化
し、その結果おこるのが戦争なのだ。力を

奪われた女性は、闘うことなく子どもたち
を戦場へやつてしまったのだ。「女性に力
と連帯を !」 と著者。

スパ ドラー 。ブタリアー/著

鳥居千代香/訳 つげ書房新社

2005年3月  2100円
ダウリー廃絶に向けて闘った女性たちの

活動記録。活動を率いる著者は、現在83歳

の気骨のジャーナリスト。表紙を飾るきら
びやかな花嫁衣裳の背後に横たわる “慣習"

とは何か。社会に根深いダウリー廃絶の戦
いの壮絶さカミ 真にせまってくる。

若桑みどり/書 大月書店 2005年 4月  1365円

下村美恵子・辻智子・内藤和美・矢口悦子/著

新水社 2005年 6月  2100円
女性センターに深く関わる4人が、「女性

センターを問う」「問題意識と学習観を問
う」「協働を問う」「人材養成講座を問う」
をテーマに、女性センターがその可能性を
追求。発揮できているか、自己批判を含め
て間うた。

天野正子/書 吉川弘文館 2005年 4月  2940円
戦後すぐから70年代半ばまでに生まれた

「サークル」や「ネットワーク」は、どのよ

うな広さと深みで主題と取組み、社会に問
いかけをしてきたのか。それは、どこへ向
かおうとしているのか。戦後のサークル・

ネットワークを現場からとらえ、分析しよ

うとしてVヽる。

青弓社 2005年 4月  1680円
90年代まで女子体育着として用いられ、

男性 。女性それぞれの思い入れが強かっ
たブルマーであるが、プルセラ・ショッ
プの社会問題化により、急速に消滅して
いく。なぜなのか。そもそもブルマーは
どのように導入されたのか。それを追及
していくと、近代日本の女性の身体とセ

クシヤリテイーをめぐる論点が現われる。

高橋一郎。萩原美代子。谷口雅子・掛水通子・角田聡美/著

市場 とジ ェンダー 理論・実証 。文化

法政大学比較経済研究所 。原伸子/編 法政大学出版局
2005年7月  4410円

90年代以降の市場主義化のいっそうの進展の中で、ジェンダーを
めぐる経済的、社会的諸問題がどのように展開してきたかをテーマ
にしている。法政大学比較経済学研究所のプロジェクトメンバーの
力作が並んでいる。

女性とスポーツ環境
石田良蔵 著 モダン出版 2005年5月  1470円

男女で生物学的差異がある以上、スポーッをする場合には、それ
ぞれの性に適したやり方があるはず。本書は、最近ようやく注目さ
れはじめた性差を前提としたスポーッ環境学の入門書といってよ
い。巻末には、女性スポーツ学の第一人者であるガートルート・フ
イスター博士の講演記録も。

女性はなぜ司祭になれないのか
ける女性の人権

力トリック教会にお

ジョン・ワインガーカ著 伊従直子/訳

明石書店
2005年5月  2940円

聖霊降臨以E2000年の教会の歩みの中での大きな
誤りの1つは、「女性排除」だと著者は言う。カトリ
ック教会の扉は、まだ閉じられたままである。

女性問題と社会教育 ジェンダー視点に立つ成人の教育・学習論の試み
中藤洋子/著  ドメス出版 200ダ閾月 3360円

女性たちはどのような学習・教育の中で女性問題解決への主体を
自己形成していくのかが本書のテーマである。80年代から現代まで

の、国際的動向もふまえた論述が並んでいる。地味なつくりである
力ヽ 現代的意義に満ちた好著である。

女性を消去する文化
越智和強 書 鳥影社 200ダ

“

月 2205円
近代以降一貫して覇権を主張してきた支配文

化=西洋の男性的視線は、私たちの文化の中にど
の程度まで貫ぬかれているのかを考察している。ち
ょっとむずかしいカミ刺激的な書といっていい。

21世紀を育み 。生きるⅡ 21世紀を生きる とくに
女性の生涯発達の立場から

丸山尚子/編著 三学出版 2005年6月  1575円
シリーズ2冊 日の本書では、「親たち」に焦点をあてている。

平安王朝社会のジェンダー 家・王権・性愛
服藤早苗/著 校倉書房 2005年6月 8400円

平安朝社会の「家」「王権」「性愛」の分野について、ジェンダー

視点から考察。著者のこの分野の論文をまとめたもの。

マザー 。ネイチャー[上][下]「母親」はいかにヒト
を進化させたか

サラ・ ブラファ・ハーディー/書 塩原通紺訳 早川書房
2005年5月 上下各2730円

「マザー・ネイチャー (母なる自然)」 は、ヒトの母と子をどの
ように進化させたのかを検証した大部な本。早川書房創立∞周年記
念作品である。大部ではある力ヽ 記述は明快。ユーモアもだたよう
興味深い一冊である。
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中西英治/文 芝信用金庫男女差別是正裁判原告団/編

学習の友社 2005年 5月  1680円
男性なら普通になれる “課長"に女

性はなぜなれないのか ? この疑間を
つきつけて昇格の地位確認裁判を勝ち

取った芝信用金庫事件の原告女性たち
13人の物語。画期的な判決にたどりつ

くまでの15年 は、文字通り涙と汗の15

年だった。「普通の女たち」がつみ上

げてきた道程を、今後につなげたいと、

本書を出騰

ワーキング・ウイメンズ。ネットワーク/編

明石書店 2005年 6月  2940円
男女平等を求める歩みに大きな足跡を

残した住友電工・住友化学の男女賃金差

別裁判和解解決までの10年の歩み。原告
と弁護士、支援者たちのネットワークの

力でここまで来た。
ILOや国連まででかけ、世論や政治に

働きかけ、成果をかちとった女性たちは、

なんとたくましいことか。

到来した「ユビキタス社会」を、「新
しい時代の贈り物」ととらえている。そ
の中で、社会との働き方の接点を探して
いる人にとってのアドバイス本である。

第1章 :変化の時代の到来 第2章 :将来
の自分に備える 第3章 :起業を体験す
る学習 第4章 :小さく始める起業の可

能性

宮地光子/監修

厚生労働省雇用均等・児童家庭局/編

財団法人21世紀職業財団

2005年 5月  1890円
働 く女性の実態とその特徴を、年

齢・配偶者関係 。諸外国や国内地域と

の比較などから探る。平成16年度版が

今年も。第1章 :働 く女性の状況 第2

章 :女性の就業希望実現に向けて 第3

章 :働 く女性に関する対策の概況

男
女
賃
金
差
別
裁
判

速水智子/著 共立出版 2005年 4月  1785円

女たちのオルタナティブ パー トに均等待遇を !

中野区チF常勤職員 。賃金差別裁半」の記録

平川景子 。中野区非常勤職員・賃金差別裁判弁護団・

中野区非常勤職員・賃金差別裁判を支援する会/編著

明石書店 2005年6月  1890円
地方自治体には「非常勤」「嘱託」といわれる雇

用形態の人がいて、その多くは女性である。雇用
は不安定で賃金は不当に低い。これが、女性に対
する差別だとして賃金差別裁判にたちあがった著
者による裁判記銑

輝く女性の生き方100 101人目のストーリーはあなた
三根早苗/編 本の泉社 2005年3月 1500円
100人の自分の仕事を楽しんでいる女性のエッセイ。

起業している人が多く、その仕事内容の多彩さに驚
く。「夢セラビスト」「中小企業の海外進出コーディ
ネーター」など、元気づける。支援する・コミュニ

ケートするものが多い。

国際比較 :仕事と家族生活の両立 日本 。オースト
リア・アイルランド

OECD/編著 高木郁帥 監訳

麻生裕子 。久保田貴美 。松信ひろみ/訳

明石書店 2005年3月 3990円
オーストラリア、アイルランド、日本における仕

事と家庭生活の両立政策を比較し、検討。他国の
政策分析は日本の現状に対する説得的な提言となっ
ている。

女性労働 問題入門

照井孝仰 著 賞疇谷印刷出版部
2005年3月  500円

第1章 :女性労働問題とは何か。第2章 :女性の労
働と生活の歴史。第3章 :女性解放をめぐる思想。
第4章 :男女平等への歩みと現代の課恩

2006年版 女性のための仕事。資格ベス トガイ ド
レディースワークフォーラム/編 池田書店

2005年2月  1260円
仕事内容・就職状況・適性をわかりやすく解説。活躍中の人 へ々

の「ひとことインタビュー」付きでリアルにその仕事が理解できる。

2006年版 福祉 仕事。資格。学校オールガイド 福祉
の仕事内容と就職までのアプローチ法が一日でわかる総合ガイドブック

池田書店編集請 編 池田書店 2005年 3月  1365円
第1章 :福祉の仕事アクセスガイド 第2章 :福祉の仕事と現場

ガイド 第 3章 :福祉の現場で:舌躍するスタッフガイドなど

“なりたい自分"になる 女の資格。スキル活用バイブル

中村正力 編 朝日新聞社 2005年4月 840円
第1部 :スペシャリスト編 第2部 :オ フイスワーカー編 第 3

部 :SOHO編 第4部 :ラ イフワーク編

日本の性差別賃金 同一価値労働同一賃金原則の可能性
森ます美 著 有斐閣 2005年 6月 4620円
国際的に見ても突出して大きい男女間賃金格差。

「同一価値労働同一賃金」の原則はなぜ定着しない
のか。何が必要なのか。どうしたらいいのか。本
書を読むと、日本の政策がいかに不十分なものな
のかがよくわかる。

働いて輝いて 次世代へつなぐ働く母たち
働 く母の会/編  ドメス出版 2005年3月 2520円

50年前、78人で歩き出した「働く母の会」の歩み力編己録されてい

る。「女も男も、仕事と子育てを」運動のパイオニアの軌跡。先輩
から後輩の「働く母」に送る応援歌。

フリーターとニート
J嗜行し子/編 勁草書房 2005年4月  1995円

「フリーター」「ニート」の実態をさまざまな統計データとイン
タビュー調査で明らかにし、その要因を捉え、支援の道を探った。
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植野妙実子/著 明石書店

2005年 5月  1050円
憲法24条改正 (悪)案が急に浮上した。

明治憲法の封建的家族制度を解体する役割
を果たしたとされる24条が、なぜ ? 本書
を読むと、改正案のもつ危険な意味がわか
ってくる。

伊藤康子。進藤久美子。菅原和子/書 (財)市川房枝記念会

2005年 4月  1000円
婦選獲得同盟創立80周年記念のシンポ

ジウムをまとめた。「婦選運動の光と影」

(菅原和子)「ジェンダー・ポリテイック
ス」 (進藤久美子)「婦人参政権実現の未
来像は何だった力」 (伊藤康子)。 80年たっ

ても日本の「女性と政治」の状況は、厳
しセヽ。

9LOVE/編  大月書店 2005年 4月  1049円
暮らしと文化の側から憲法9条に息

を吹き込むことを目的とした集団
「9LOVE」 。その活動内容、鶴見俊輔
氏のこと|よ 辻信一氏と坂本龍一氏の

対談などを収録している。「9を食べる」
「背番号9」 なaま ずは、“9"で遊ん
でいる。遊びながら、憲法9条のすご
さに気づセヽてもらおうという書。

野田聖子ノ著 講談社

2005年 5月  1470円
少子化を “おんな子どもの話"で終わら

せ、まともに対応してこなかったツケが今
出ている。現行の少子化対策政策は、ほぼ

効果をあげていない。どこが問題なのか ?

国会議員として、また1人の女性として、

日本の少子化対策はこうあってはしいと願
い、書かれている。

イザという時に役立つ女性のための相続読本
JMC事業承継マネジメントコンサルタンツ/編著 清文社

2005年6月  1575円
相続と遺言。相続権と贈与税。相続発生から葬儀までなどを柱に

解説。

「9条」変えるか変えないか 憲法改正。国民投票
のルールブック

今井―/編書 現代人文社 200ダ門 月 1260円
「9条改憲」について、Q&A方式でわかりやすく解説。国民投

票のルールのあり方を各党担当者が討論した公開討論会の様子や、
国民投票シュミレーションなどを臓 改憲論議が高まる今、平易
で、しかし、一歩踏み込んだ内容。

個人・家族が国家にねらわれるとき
憲法24条 を活かす会/編 岩波書店

2005年6月  504円
憲法24条を変えようという動きに反対する市民グ

ループカヽ ブックレットをまとめた。

これでわかる年金制度Q&Aシ リーズ。暮らしを支え
る福祉の制度①

井原誠 監修 ミズ総合企画 編著 ミネルヴァ書房
2005年7月  1890円

何回学習してもわかりにくい「年金制度」について、40のQ&A
方式で平易に説明。

2005年5月  1050円
編著者の「ピープルズ・プラン研究所」とは、「ピープルの側か

ら構想される社会を探究する研究グループ」。

図解 よくわかる !「離婚」の進め方
と手続き

西田美樹・黒澤湖 著 ナツメ社
2005年4月  1470円

離婚によってうまれる様々なシチュエーションを想定
しヽ 図解で解説。

世界の児童労働 実態と根絶のための取り組み
OECD/編菩 豊田英子/訳 明石書店

2005年5月  2415円
複雑で多様な世界の児童労働。それぞれの要因と

それに関連した解決策を検証し、児童労働と経済発
展の相互関係を探った。

損しない傷つかない離婚の本
太田宏寿 監修 永岡書店 2005年4月  1260円

単なる離婚手続きの説明ではなく、その背後の法律的な考え方ま
で詳しく解説。あらゆるケースを想定し、回答している。前向きに
離婚するために。

憲法の条文を読んでみませんか 悌二版]

縣幸雄。フ計寸140著 創成社 2005年5月  1995円
憲法の各条文は何を規定しているのかを、Q凱方式で解説

地方議会活性化マニュアル
ふくおひろし/著 インパクト出版会 2005年3月  1890円
市民の常識が通る地方議会にしなけれl乱 でも現状は「議会は人

権侵害の集積所」で、その標的は市民派、無党派、女性議員なのだ
そうだ。

はるみ知事の夢談義 なつとく!道州制
高橋はるみ/著  ぎょうせい 200ダ聰月 1600円

四人目の女性知事となった高橋はるみ・北海道知事力ヽ 道州制の
ススメを説く。

冬の雷  ベアテ 。シロタと女性の権利

樹村みのり/著 労働大学出版センター
2005年7月  630円

憲法24条 を起案したベアテ・シロタの生涯や24

条起草の顛末が素敵なコミックになった。船橋邦
子の解説もついている。

みんなの憲法二四条
福島みずほ/編 明石書店 200ダ

“

月 1890円
編者の福島みずほをはじめとして、ベアテ・シロタ。ゴードン、

戎能民江などなa60名をこす女性そして男性力ヽ 憲法Z条につい
て書いている。著名人あり、活動家あり、主婦ありの多彩な人々の

同思い」がつまった札

シリーズ「改憲」異論①改憲という名のクーデタ
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アスネ・セイエルスタッド/著 江川紹子ノ訳

イースト・プレス 2005年 7月  1890円
アフガンやイラクの取材で有名なノル

ウェー出身の女性ジャーナリス トが、カ

プールで本屋を営む家庭に住み込み、ア

フガンの家族のあり様を取材した。世界
一男女平等が進んだ国の女性がみたアフ

ガンのイスラム社会は、衝撃の連続

NPO法人Wink 新川てるえ/編

ひつじ書房 2005年 3月  1680円
ネット上で「母子家庭共和国」を主宰す

るN P OttAWinkが 、離婚家庭における面

接交渉について実態調査した。面接交渉権
は子どもの権利だ、と。

いっしょに暮らす。

長山靖夕 著 筑摩書房 2005`科月 756円
ルームシェア、寮暮らし、住み込みなa実 際に他人と生活して

いる様々な人に取材。結婚する人が減ってきている今、一緒に暮ら
す意味を多様な角度から見つめた。

賢 い女 は家 を買え ! 不動産からはじめる、

卜な人生をかなえるためのマネニプラン

加瀬恵子/著 誠文堂新光社 200“田月 1470円

昔、言われた「女三界に家なし」。しかし、今でも
女性には、「家」はパートナーが用意するものという
固定観念が強いようだ、と著者。シングルでも専業
主婦でも、「資産形成を考えよう」と主張している。

家族のメタフアー ジェンダー・少子化。社会
丸山詢 書 早稲田大学出版部 2005`科月 4515円

フランスの家族の変容を意味するものの解明と国家のあり方に関
する展望、女性労働、ジェンダーと少子化、世代間関係の変化を掘
り下|六 家族論を模索。事実婚 。同性愛カップルを容認するなど、
多様なニーズの発生に、フランスという国や社会は、どう対応した
のか。日本でも参考になる家族のあり方。

<現代家族 >の誕生 幻想系家族論の死

岩村暢子/著 勁草書房 200“閾月 1890円
『変わる家族 変わる食卓』の続編。母X40人を対象に詳細なイ

ンタビュー調査を実施し、多方面から分析した。「家庭の食の崩オ」

を見すえるには、観念的家族論をやめ「崩河 に到った社会的必然
性を認識していくことからまず始めよう、と提唱。

現代日本の社会意識 家族 。子ども。ジェンダー

渡辺秀樹/編 慶応義塾大学出版会 200群円月 3675円
現代日本の社会意識について、家族 。子ども。ジェンダーを縦軸

に、教育社会学、家族社会学、ジェンダー、セクシュアリテイ研究、

階層研究、ライフコース研究の専門家がアプローチ。

子どもから大人になれない日本人 社会秩序の破壊
と大人の消失

深谷昌割 著 発行/リ ヨン社 発訂 二見書房

育児に関わらない父親、
する子ども・…なa険 人」

シングル・シングル
ジュディ・フォーⅣ書 小JII彩子/訳

オープンナレッジ 2005年 5月  1365円
ごく普通のシングルたちの毎日の生活を紹介。

「ずっとシングルだって判 の本。

鳥はねぐらにかへれども 融けていく家族へのまなざし

西山吻著 二五館 2005`“月 1680円
暴力、いじめ、自殺、拘束ヽ孤立、虐待…衝撃性を増す家族の深

層を取材し、読み解く。

2005年3月  1575円
子どもを過剰に庇護する母親、親に依存
が消失した今の日本はアプナイ。

エレガン

仲光志賀子/著 海鳥社

2005年 5月  1050円
人口1万 1千人の福岡県嘉穂郡筑穂町の

「福祉のまちづくり」10年間の記録。医師で

もある町長のもと「住み慣れた町で安心して

暮らす」ことをめざした記録でもある。

老いた親が「ひとり」になつたとき
ためにあなたが知つておくべきこと !

「その日」の

河合千恵刊監修 河出書房新社 2005年 6月 1470円
いずれはどちらかの親が先に亡くなり、片方が残される。その時、

子どもはどうするのか?

介護者と家族の心のケア 介認 族カウンセリングの理論と鶏

渡辺物 菩 金岡1出版 2005年 5月 2940円
介護を家族の中で位置づける過程で生じる様々な葛藤や問題。介

護者への心理的な支援が必要なのである。

介護の専門性とは何か

間関係を変えない」ことこそが「介護の専門性」であると主醜

家族を看とるとき

日野原重FA/編著 春秋社 2005年5月 1575円

医師。看護師・カウンセラー・ソーシャルワーカーなどが、それ
ぞれの現場から「家族の看とり」を語っている。

子どもの世話にならずに死ぬ方法

俵萌子/著 中央公論新社 2005年6月  1785円
母親の闘病生活に直面したことから、“老後の自立"を考えるよ

うになった著者が約1∞力所の施設を取材し、「子どもの世話になら
ない老後」を探った。

セカン ドステージの達人たち 定年後をイキイキ愉し
む32のケース

佐橋酸 書 芸文社 200ダ科月 1500円
リタイアメントをポジティプにとらえた32人のケースを紹介。

デイ・サービスからまちづくリヘ
NPO「コスモスの家」

主婦たちがつくつた

渡辺ひろみ/編書 山本敏耐監修 自治体研究社
2005年4月  1200円

17年前に主婦5人で始めたボランティア活動力ヽ N
PO法人の活動となり、「地域づくり」にまで発展し
ていく。

三好春樹/著 雲母書房
現行の介護 。医療にまつわる政策を批判。

2005年5月  1890円
陽 を変えない」「人
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いのちはどこからきたの? 9歳までに伝える「誕劃 のしくみ
大葉ナナコノ著 情報センター出版局 2005年6月  1365円
「自分が大好きな子ども」になりますように、という願いを込め

て書かれた本。子どもたちに「誕生のしくみ」をどう教えるかを提
示している。巻末には、「親子で楽しめる絵本」付き。

お父 さんお母 さん 、私 の叫 びが聞 こえ ますか ?
自分の殻に引きこもる青年たちの心の夜明け

金盛浦子/著 PHP研究所 200ダ閾月 1260円
セラビス トの著者が出会った、不登校・拒食症・非行などに走っ

た子とその親、それぞれの生の声を収録。親子はどこですれ違って
しまったのか ? 再生へのメッセージがつまっている。

家庭保育ネ ッ トワーク三〇年の知恵

名木純子/編著 つげ書房新社
2005年3月  1680円

乳幼児の家庭保育をコンセプトに、預ける会員と
預かる会員による信頼できる子育て環境を追及する
“エクス"。 その活動∞年の報告。

子育て支援でシャカイが変わる
杉山千f■/著 日本評論社 2005年5月  1680円

育児雑誌のライターカヽ 思ってきたこと、やったこと、取り組ん
でいることを縦横無尽に記した。子育て支援を受けているママの取
材、国の少子化対策 。次世代育成支援のあり方などに言及。子育て
支援政策を遂行することで、社会が改革されると提唱。

大日向雅美 。荘厳舜詢編 大修館書店 200ダ科月 2310円
「現代という文化の中の子育て」の時代。近世、近代の子育てか

ら引き継がれてきた子育ての経験、知識が社会の激変に影響され、
翻弄されている。現代の子育てに本当に必要な支援は何だろう。第
一部理論編、第二部Q&A編に分かれ、わかり易い構成。

子育て福祉の展開 平成女性のライフスタイル考

栗山直子/著 川島書店 2005年3月  1995円
「家族」という形をつくるよりも「家族になろう」という意思の

方が大事と著者。そうした意思的家族を応援するために、福祉政策
は何ができるのか。

子どもの権利と家庭支援 児童福祉の新しい潮流
望月彰・谷口康力編 三学出版 2005年7月 2625円

「児童福祉」を「子どもの権利と家庭支援」という軸にそって組
み立て直していこうというのカミ著者の主張。

子 どもの権禾」ノー ト 全国の児童相談所十児童養護施設
で利用されている 子どもの権利擁護の現状と課題

長谷川員A/m著 三学出版 2005`科月 2415円
世界各地での「子どもの権利」の状況や各自治体で発行されてい

る「子どもの権利ノート」の歴史・背景なa日本福祉大学ゼミナ
ール研究の報告。

子どもを叱りたくなったら読む本 子育てでいちばん大事なこと
柴田愛子/著 学陽書房 2005年6月  1575円

2人の3歳児から始めた保育園が、今は園児1∞人、スタッフも20

人に。保育園経営の中で感じたことをありのままに書いた。

浅井春夫/著 発行/十 月舎 発売/星雲社

2005年 7月  1785円
性教育に対するバッシングが起こっている

が、子どもの性的発達の現実をふまえ、子ど
もと時代のニーズに応えていくことは絶対に
必要だと著者。東京都教育委員会『性教育の手
引Jの問題点も詳しい。困難な状況下で、がん

長坂道子/著 光文社 2005年 5月 756円

美しい「私」、ナチュラルな子育て、賢
いわが子…先進国の高学歴 。高収入の女

性たちの「欲張 りな出産育児」の状況を
レポート。「欲張る」中でも、かなり悩ん

でいたりもする。その中で、著者が得た

結論は「文化 じゃなくて個性 としての
「母性』」。説得力ある力作である。ばっている現場の人々にとって力になる、視点の細やかな1冊。

これでわかる子育て支援Q&A シリーズ・暮らしを支える福祉の制脚②

牧野カツコ/監修 ミズ総合企画編書 ミネルヴァ書房
2005年 7月  1680円

次世代育成支援と保育 子育ち 。子育ての応援団になろう

柏女霊陶著 全国社会福祉協議会 200ダ円月 1260円
現代の子どもをとりまく環境を解説し、その上で子育て支援、保

育改革の動向と展望をわかりやすく体系化してまとめた。「子ども
と子育てにやさしい社会」にならなくては。

市民社会の家庭教育
桜井智恵子/著 信山社 2005年5月 2940円

今の「市民社会」の暮らしは、資本主義的秩序の中の再生産のあ
り様と密着している。「家庭教育力の低下」力言 われているが、実
際に力尽きて教育を放棄する家庭も多いという。

男 性 保 育 士物 語  M:NERVA21世 紀福祉ライブラリー
20 みんなで子育てを楽 しめる社会をめざして

小崎恭強 著 ミネルヴァ書房 2005年 5月  1890円
女性の職場に参入した「保育士」。男性保育士のなり方、実態、

仕事の内容などを紹介している。

21世紀を育み 。生きる 1 21世紀を育む  「徳島の子
どもたち」と親たちの育みから

丸山尚子/編著 三学出版 2005年6月  1575円
「子どもの異変」力雛鏑されて、30年が過ぎようとしている。そ

れは都会的現象なのか、田舎にも共通したものなのか。10年毎の徳
島県下の子どもたちの調査を通じて、その実態を探る。

母親幻想から脱け出す 寺子屋新書013
増田修淘書 子どもの未来社 200ダ

“

月 840円
本来は<絆>であるはずの家族が<鎖 >になって

しまう。そういう状態からは、脱け出さないといけ
ない。本書は、過去からの<家族の鎖>を断ち切り、
自己肯定感を取り戻すようにと、説いている。

保育園民生化を考える 岩波ブックレットNo.651
汐見稔幸・近藤幹生・普光院亜紺著 岩波書店 2005年5月 504円

保育園を民営化すると「あるべき姿」は失われるのか ?「あるべ

き姿」とは何なのか ?

保育は<子ども>からはじまる 子育ての社会化へむけて

前原宙菩 ミネルヴァ書房 2005年 6月  2100円
「子育ての社会化」において重要な位置をしめる保育園からの報告。

揺 らぐ社会の女性と子ども 文化社会学的考察

細辻恵子/著 世界思想社 200デИ月 1995円
「自由」という視点から、子育て、シングルマザー、自分探し、

孤児物語、ユーモアセンスに至るまでを斬る。見えそうで見えない
「自由」であるが、男社会=成功達成の枠外におかれた女性たちか
らみると、意外にも見えてくることもあるようだ。

幼稚園・保育所。保育総合施設はこれからどうなるのか

小宮山潔子/菩 チャイルド本社 200ダ関月 1680円
幼保一元論はなぜ硬直化するのかを解きほぐし、現実的な解決を

探ろうとしている。
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ボビー・ケンディック クララ・ローリー/著

内田江里 谷口美喜/訳

星禾口書店 2005年 6月  2730円
1975年 にカリフォルニアで児童虐待と児

童放任の予防と治療のためのプログラムを

実施するために開設された「シダーハウス」
からのメッセージ。

佐藤綾子/著 PHP研究所
2005年4月  1260円

「怒り」は悪いものではない。「コント
ロール法」を知っている限り。方法は2つ
ある。ひとつは、怒り感情を自分で上手の

処理すること。あとひとつは、上手に自分
の言い分を伝えること。

香山リカ/著

岩波書店 (岩波ジュニア新書)

2005年 5月  777円
「人生の8割が10代のうちに決まってるん

じゃないか」と著者。大切な大切な10代のう
ちに、いろいろ考えておこう。

現在活躍中の研究者、NPO、 女性セン

ター関係者などが集まって、フェミニスト
カウンセリングや女性センターにおける相

談業務のあり様や問題点、未来に向けた提

言をまとめた。現場で理論と実践を交差さ
せつつ何が進行し、何をしなければならな
いのか力ヽ わかりやすくのべられている。

河野貴代美/編著 コモンズ 2005年 6月  3150円

アディクションと家族 Vol.22 No.1
家族機能研究所/編 !FF出版部

ヘルスワーク協会 20051科月 1680円
特集は「トラウマと嗜癖」。嗜癖とは難しい言葉だが、依存症の

ことである。

カウンセリング基本図書ガイ ドブック ヵゥンセリ
ング関連文献リストつき

瀧本孝雄・坂本自 編著 ブレーン出版 2005年5月 2940円
カウンセリング関係図書80冊を見開き2ページずつで解説。最後

に約550冊の文献リストも。

家族で支える摂食障害 原因探しよりも回復の工夫を
伊藤順一良

『
編 保健同人社

2005年 6月  1200円
摂食障害は、回復可能であるが、回復までに時間

を要する病気。必ず回復すると信じて、進むことで
あると著者。

悲 しみの子 どもたち 罪と病を背負つて

岡田尊司ノ著 集英社 2005年5月 788円
罪と病という2つの重荷を背負った子どもたちに共通しているの

は「未来を失っている」こと。医療少年院で精神科医として勤務す
る著者が描く現実は重たい。しかし、そこから見えるのは、決して

「特別な子どもたち」の問題ではない。

共感する女脳、システム化する男脳
サイモン・バロン=コ ーエン/著 三宅真砂子/訳 NHK出版

2005年4月  2205円
女性型の脳は共感する傾向が優位。男性型の脳はシステムを理解

し、構築する傾向が優位と著者。その理論を身近な事例を多く使い

示した。それぞれの脳の特性、文化の影響を生物学的要因、自閉症
など、脳と心の問題にメスを入れた。

こころの科学 122 家族のこころ
遠藤俊力 編 日本評論社 2005年7月  1200円

特別企画は「家族のこころ」。

子供の心の悩みと向き合う本 うつ、ひきこもり、拒食症、パニック、暴力…

森津純子/著 KKベストセラーズ 2005年6月  1365円
ひきこもり、拒食、パニックなどの子どもの「問題行動」にどう

向き合うか。「問題行動」をおこす子どもは「問題児ではない」と。

子どもの死の受容と家族支援
NPO難病のこども支援全国ネットワーク/編 大月書店

2005書5月  1470円
難病で子どもを失ってしまった家族への支援を続けるNPO力ヽ体

験にもとづいて、家族ケアのあり方を提言する。

女性が心のス トレスとつきあうための 10カ条
鴨下―飾著 新講社 2005年8月  1260円

第1条 :居場所を見つける 第2条 :自前のルールをつくる 第
3条 :自分を好きになる…など女性がストレスと上手につきあうた
めの心得を10カ 条にわたって教授。

男性役割と感情制御
林真一郎/著 風間書房

「深刻な男性アイデンティティの危棚
側面から光をあてた。

適応障害とカウンセリング
井上敏吻 著 朱鷺書房 2005年6月 2625円

雅子妃の病名として公にされた「適応障害」について、何をした
らいいのか。

働く女性のメンタルヘリレスがとことんわかる本

鈴木安名/著 あけび書房 2005年6月 1470円
働く女性の心と身体の健康のために。

思春期の性の健康を支える ビアカウンセリング・マ
ニュアリレ ビアカウンセラー (学生)版

高村寿子/編著 小学館 2005年5月  1575円
「ピアカウンセリング」とは、対等 (ピ ア)の意

識をもって、知識とアクティプリスニング (積極的
傾聴)、 問題解決スキルを用いて行う相談活動のこと。
本書は、思春期保健、性教育におけるピアカウンセ
リングをカウンセラー向きに紹介。

私にありがとう ここに私の居場所がある2
ダルク女性ハウス編集委員剣 編 発行/ダルク女性ハウス

発訂 東峰書房 200ダ

“

月 1575円
「ダルク女性ハウス」とは、薬物依存症からの回復を望む女性た

ちのための民間シェルター/ホーム。そのハウス誕生のいきさつや
様子が報告されている。

2005年3月  5250円
の実感に、男性心理学の
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香山リカ/著 筑摩書房 2005年 7月  1365円
仕事と恋愛、夫との関係、婚家との関係、

出産 。育児などなど、雅子さまを巡るいろ
いろな問題は、現代の女性たちが直面して
いる問題でもあると著者。他人の目を気に
せず、「何をどういう順序でしたいのか」を
追求してほしいとは、著者が雅子さまと現
代女性たちに送るメッセージである。

一
”
麒
闇
И

茨木のり子/書 花神社

2005年5月  1995円
77年に初版出版されたものの新装版が発

売された。書名になっている「自分の感受

性くらい」をはじめとし、確かな視点とす
がすがしい言葉は30年たった今でも輝いて
いる。

何回読んでも味わえる詩集である。

あきらめない人生 ゅめをかなえる四〇からの生きかた考えかた
池田理代子/著 海竜社 200“

“

月 1575円
30年の漫画家生活を捨て、47歳で現役音大生になった著者。自ら

の経験を例に、40歳からの生き方 。考え方を提案。

石垣りん 現代詩手帖特集版
石垣りん書誌編集請編 思潮社 2005年5月  1890円

2004年末、亡くなった石垣りんさんの特集版:自作朗読CD付。

NPOイ ンター ン日記 @CUAV
成田容子′著 北の街社 2005`科月 1890円

レズビアン・グイ・バイシェクシュアル・トランスジェンダー、
クイア・クエッショニングコミニティを支援する在紳 0法人のイ
ンターンとしての日々を書いた日記。

女が冴えるとき

桐島洋子/著 グラフ社 2005年6月  1500円
60ftになった著者力ヽ ∞代 。40代の女性たちに贈る言葉。

金いろの自画像 平塚らいてう ことばの花束
米田佐代子/編 大月書店 200ダ

“

月 1260円
平塚らいてうのことばから60編を選伐 写真と文章で解説 らい

てうが買い求めていた信州の地に、「平和・協同・自然」の志を受
け継いだ「らいてう記念館」を作ろうという運動に益するように出
版された。

50代から夢さが し 旅:学び,シエア・ビジネス

小向敦子ィ著 東信堂 200瞬円月 1890円
「シニアと旅」「シニアと学び」「シニア故のあれこオ」「シニア

発ルネサンス」の4章で、50代以上のシニアが生き生きするための
ヒントが満載。著者は心理学者。

島唄の奇跡 自百合が奏でる恋物語、そして八ンセン病
吉江真理子/著 講談社 20051科月 1785円

終戦直後、石垣島 。自保で音楽バンド「自百合クラブ」力満 成さ
れた。

少女まんがの系譜
二上洋一/菩 ぺんぎん書房 2005年 6月 2625円
19∞年代初めからの1∞年余りにわたる少女まんが

を総覧している。著者は編集者として、長年現場に立
ち会ってきた人。巻末の「作品年測 は圧巻。

女性の「平均値」がわかる本 みんなどう
雑学データバンク/編 青春出版社

2005書6月  1050円
1テーマを1ページに割り当て、「当世平均的女性事

情」を解説。例えlム 「給料 :派遣・契約社員を含め
ると15万以下が主湘 。

つっばってしたたかに生きた樋ロー葉
椀―男/書 教育史料出版会 2005年7月  1680円

一葉のキーワードは、“つっばり"と “したたか"なのだそうだ。
一葉には、「貧困」や「不条刑 、「女性差別と戦いつつ夭折した天才
女流作刺 の従来のイメージとは違うものがあると、主張している。

テーマで読み解く日本の文学 上。下 現代女性作家の試み
大庭みな子/監修 小学館 2005年6月 各

“

10円

代表的な現代女性作家41人がコラボレートし、神との交わり、
ジェンダー、生活をめぐってなど、10のテーマ別に文章を寄せてい
る。41人もそろうと壮観である。

手間ひまかける気を入れる 家族が家族であるために
遠藤順刊 υ著 女子パウロ会 2005年6月  1470円

現代日本の家族 。家庭におくる提言。著者は、故遠藤周作氏の妻。

なぜ結婚できないのか 非婚・晩婚時代の家族論
菊池正卿書 すばる舎 200r酔月 1680円

なぜこれほどまでに結婚しない世の中になってしまったのか。
「親の世代が失敗した」とは著者の結論。たくさんのインタビュー

と取材をもとに書かれた報告である。

能楽のなかの女たち 女舞の風姿
脇田晴子/著 岩波書店 200“

“

月 3045円
中世史家であり、自ら能を舞う著者が、演能することで見える

「能楽」の中の女を解説。能楽から透けて見える中世の女性像は多彩。

売春論  LOVE FOR SELL
酒井あゆみ/書 河出書房新社 2005年6月  1365円

元風俗嬢によるノンフィクション。「ここ10年で商品としてのセ
ックスは極端な供給過剰となり値崩れを起こしている」とか。ノ`プ
ル期の「売春」とは様相が違うという。

母への詫び状 新田次郎 藤原ていの娘に生まれて
藤原咲子/書 山と渓谷社 200ダ閾月 1470円

新田次郎を父に、藤原ていを母に生まれた著者。母親のベストセ
ラー「流れる星は生きている』の自分に関する記述に衝撃を受け、
負の部分を背負って生きてゅく。しかし、「悲しみの連鎖を断ち切
りたい」と著者。溢れるばかりの母への想いが綴られている。

根本萌騰子/著 近代文芸社
2005年5月  1575円

文学の中の女性と現実の女性との間には、ズレが
ある。つまり、文学に表れた女性は、「美的に記号
イロ されている。神話、民話から源氏物語、大江健
二郎・村上春樹など、時代を超えて描きだされた
「文学の中の女性」を読み解いている。

別冊女性情報シネマライプラリー② 女雌 映画がおもしろい2005術

小藤田千栄子・林冬子 0松本侑壬子・吉田真由美rt/著
パ ド・ ウィメンズ・ オフィス 20051И 月 1260円

“ポーイズ・クラプ (男性優位社会)"の壁を乗り越え世に出た
眩 性監督映画」は、男性監督映画より断然面白いという。04年に
公開された女性監督作品 。外国映画欄除 りが紹介されている。

本、そして人 神谷美恵子コレクション

神谷美恵子/書 みすず書房 2005年7月  2100円
神谷美恵子コレクション (鍋冊)の一冊。神谷の読書を巡る文

章力ヽ収録されている。

鰈

勒
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ナタリー 。アンジェノ書 中村桂子 。桃井緑美子/訳

発行/綜合社 発売/集英社 2005年 5月  各1995円

卵細胞として生命が始まってから、思春期、中年、閉経、お

ばあさんになるまでの女性のか
らだの不思議を説く。女性であ
ることが「すごいH」 と思えてく
る。「元気なおばあさんは人類の

未来をひらく」と。大部な本2冊

だ力ヽ 読み終えると元気がでる。

後山尚久/編著 ミネルヴァ書房

2005年6月  2310円
女性と男性の両方の更年期を扱っている

のが本書の特徴6パートナーと一緒に読む
とお互いの心身の変化が理解しやすくなる。
93個のQ&A方式によるポイントをついた記

述がなされていて、大変読みやすい。

ジャーメイン・ グリア/著 寺澤恵美子・山本博子/訳

発行/パン ドラ 発売/現代書館

2005年 5月  3990円
原題は「The Chang」。更年期を「変化」

であるととらえている。年を重ねることは、
価値がなくなることではなく「変イロ であり、
女性たちにとっては、新しい挑戦なのだ。老
いを迎えつつある女性たちに、従来とは異な
る新たな役割モデルを呈示していて好もしい。

シャーリーン・ヘス=バイバー/著 宇田川拓胸訳

新曜社 2005年 4月  2993円
ダイエットの危険性について、アンケー

ト、インタビューなどを駆使した綿密な調
査と専門知識でアドバイス。メディアやビ

ジネスによる「細いことが美しい」という

妄想に翻弄されては、イケナイ !

卜vvish・ …ママになりたい 男女のからだ検査 特集号
不妊治療情報センター・funin.infoマ マになりたい編集部
発行/シオン 発訂丸善 2005年 5月  1050円
子どもを産もうと思ったら、まず身体を知ろう。

現代生殖医療 社会科学からのアプローチ
上杉富之編 世界思想社 2005年5月  2310円

体外受精児誕生以降いわれる「生殖革命」の時代。急進する生殖
技術の革新的進歩を社会科学の側面から読み解いた。

更年期障害これで安心 最新版 つらい症状と不安を解消 !

堀口雅子/監修 小学館 2005年6月  1680円
更年期障害のメカニズムや治療法の紹介

子宮がん。卵巣がんは手術でなおす 術後534人の暮らし方
宇津木久イニ子/著 講談社 2005年5月  1470円

婦人科がんは、手術で切れば終わりではないという。その後の後
遺症。合併症とどうつきあうといいかをアンケートで調査し、医師
がアドバイス。治療法選択に役立つ。

女性の医学ハンディブック ココロとカラダ知りたいことがすぐわかる

二色の図解入り、手帖版の大きさで、女性のからだ、こころ、セ
ックスetcについて解説しているハンディな本。役にたちそう。

く新>生と性の教育学
三井善」L/著 玉川大学出版部 2005`科月 2310円

脳死、肝臓移植、安楽死、エイズ、ガンなどの「生」の問題と、
学校性教育、生殖、性行為などの「性」の問題は、切り離すことは
できず、どちらもが双方に内包されているのだという。その関係性、
あり方を考察。

乳房再建 ここまでできる
岩平佳子/著 講談社 2005年 6月 1365円

増え続ける乳ガン、その治療の最終段階が「乳房再建」と著者。
「乳房再建はなぜ必要なの力」 なaわ かり易く説いている。

何キロやせたら綺麗になれますか ?
賭ける女たち

ダイエットに

家田荘子/著 主婦と生活社
2005年4月  1470円

世にはびこる様 な々ダイエット法。12人のダイエッ
ターにその動機、目的、方法を細かく取材。やせる
先に何があるのか?「水だけで1ケ 月過ごす」「下剤
を37錠飲む」など、1人1人の真剣さに圧倒されるカミ
本当に何ためにやせたいのだろう?

わたし流のお産 I自然に産む1こ とにこだわつた先輩ママの体験記
アクア・バースハウス/編 メタ・ブレーン 2005年6月 1260円

自然出産、水中出産など、「 自然に産む」ことをめざした人たち
の欄 。

ジョン。コラピント/著 村井智之/訳 扶桑社 2005年 5月  1680円

ル じ
ばれた

伏見憲明/編

ボッ ト出版

2005年 5月  1890円
ゲイのための「ゲイ

雑誌」。誇張・偏見の

ない真の姿をゲイ自身
力濡 っている。

生後8ケ 月の男の子が包茎手術の失敗で性器 (おちんちん)

を失った。女の子として育てられたその子は、思春期に入っ

て深刻な心理的葛藤を抱え、15歳で男性に戻る。25歳で子持
ちの女性と結婚するが、38歳で自殺。この「ブレンダの悲劇」
から何をくみとるか。「男女共同参画」に反対する立場からの

解説が新たについて本書が新装版として出版されたわけであ
るが、この人木秀次氏の解説について異論が続出。ノンフィ

クションとしてはよく書かれているカミ 解説は理解しがたい。
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季刊セクシュアリティ No.22 あなたの隣のエイズ・性感染症

“人間と性'教育研究協議会/編 エイデル研究所
2005年 7月  1500円

特集 :あなたの隣のエイズ。性感染症

人権と教育

ラブ・イデオロギー」(松波めぐみ)

性を問題化してきた力」 (瀬山紀子)

僕のゲイ・スタディーズ
鈴相 著 新風舎 200ダИ月 1680円

著者は言う。「保守系の人々は、同性愛を例外的に扱い、左翼系
の人々は、人権問題の格好の材料として扱う」。著者の願いは、「ゲ
イが何の警戒感も持たずに生きていく」こと。

ホモセクシ ャリレの世界史

海野強菩 文藝春秋 200“科月 3360円
暗黙の罪悪とされてきた「ホモセクシュアル」。しかし、アレク

サンドロス大王、カエサル、ダ・ヴィンチの時代からダイ文化花咲
く21世紀まで、その歴史は人の歴史と重なっている。極めて人間的
な側面としてのホモセクシャルの歴史を扱った書。

「障害当事者運動はどのように
など。

障害者の教育権を実現する会/編 社会評論社 2005年 5月

「性は生の根源『セックスボランティアJをめぐって」
子)ほ力、

セクシュアリティの障害学
倉本智RA/編書 明石書店 2005年6月 2940円
書名が表わすテーマは、「障害者の性」ではなく、

「『障害者の性』に具現された現代のセクシュアリテイ」
である。「戦略、あるいは呪縛としてのロマンチック

1050円

(池田祥

グループ・ ウィズネス/編 明石書店
2005年6月  1575円

子ども時代に性虐待を受けた女性 (サバ

イバー)のために書かれた。「子ども時代
の性虐待」の問題がテーマにのぼってきた
のは、つい最近のこと。傷を抱える女性た

ちへのわかりやすい応援ガイドブックであ
る。

ジェーン・エリオット/書 真喜志順子/訳

ソニー・マガジンズ 2005年 6月  1680円
4才から17年間にわたって養父から虐待

を受けてきたジェーン。沈黙を破って警察
に通報した時、全英に衝撃が走ったという。

日本でもありそうな事例。なんともやりき
れない。

沼崎一郎/著 嵯峨野書院

2005年 5月  2205円
大学、大学院におけるセクシュアル・ハ

ラスメントはなぜ頻繁に発生するのか。問
題に直面したらどうするのか、など易しく

解説。キャンパスセクシュアル・ハラスメ
ントのこと力ヽ ひととおり理解できる。

pAWN/編書 DAWN―Japan/訳 明石書店
2005年 6月  2100円

フイリピンから日本に出稼ぎに来る女性
エンターテイナーたち。なんと多 くの法
的 。社会的 。経済的問題が横たわっている
ことか。DAWNと は、フイリピン人と日

本人の間に生まれた子どもたちの権利擁護
を目指して活動する団体。本著はDAWN
が実施した調査の報告書でもある。

イアンフとよばれた戦場の少女
川田文子/著 高文研 2005年6月  1995円

日本の中学歴史教科書から「慰安婦」の記述が一斉に消えた。し
かし、日本軍によって性暴力被害を受けた人々は、確実に存在する。
28年間、問題を追い続けた著者の記述は生々しい。

家族間暴力のカウンセリング 家族心理学年報23
日本家族心理学会/編 金子書房 2005年5月  3150円

児童虐待、DVなどの家族間暴力の諸問題を分析し、被害者支援
の道を探った。日本家族い理学会のメンバーカⅥ 論ヽを寄せている。

市町村における児童虐待防止ネットワークの立ち上げや運営方法
を、細かい事例をもとに具体的に示した。現場で活動する人たちに
極めて有益な札

児童虐待と動物虐待 青弓社ライブラリー38
三島亜紀子/著 青弓社 2005年6月  1680円

児童と動物に対する虐待には、現象面、運動面で関連があるとい

う。しかし、本書の目的は、両社を結びつけて、両方の虐待防止を
推し進めることにあるわけではないようだ。

性犯罪カタログ 性欲あるところに商売あり

辰巳拓飾 著 データハウス 2005年5月  1470円
レイプ、飼育、睡眠薬など、巧妙で弱みにつけこむ性犯罪の手口

をレポート。現在社会は、ぼんやりしていたら性犯罪に巻きこまれ
てしまう社会なのだろうか。

ぼく、あいにきたよ
明川哲也 作 児嶋サコノ画

文藝春秋 2005年 6月  1700円
虐待を受けて殺されてしまった男の子。あまりに

悲しい物語。

フアミリー・バイオレンス 子ども虐待発生のメカニズム
井上員理子/著 晃洋書房 2005年5月 2415円

「臨床社会学」とは、「社会学の知識を用いて危機介入や改革を
行うことをめざす」学問である。その立場から、児童虐待やDVを
論じる。

暴力・虐待・ハラスメント 人はなぜ暴力をふるうのか
藤本修/編著 荒賀文子 。東牧子 。角典哲 イυ著

ナカニシヤ出版 2005年 7月  2100円
虐待・DV・ 犯罪などを「ふるう側」の社会的、精神的病理につ

いて記されている。暴力を抑制する力や過程を見出すためには、
「ふるってしまう側」の状況を考えなくては。

市町村児童虐待防止ネットワーク 要保護児童対策
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堀川恵子 小笠原信之ノ菩

日本評論社 2005年 7月  1470円
1945年 8月 6日・ヒロシマ。その時、

広島で路面電車を

運転 していたの

は、十代の少女た

ちだった。「広島
電鉄家政女学校」

―― 戦時 中開校
し、原爆で散って
いった女学校であ
る。

吉武輝子/著 海竜社 2005年 6月 2625円
戦後∞年も経つというのに、戦争がまだ終わっていない人たちがい

た。本書は、国と国との歴史の間に埋もれ、苦悩する女性たちの真実
の姿を伝えた貴重なドキュメントである。

今まで殆ど一般には知られることがなかったが、サハリン (旧 日本

領樺太)では、1945年8月 15日 が過ぎても大量のソ連兵が押し寄せて

きて、戦火にさらされた。多くの女たちは、陵辱され男たちは殺毅さ

れた。日本帰還もままならず、多くの子女が取り残された。スターリ
ンが死に、ソ連の経済崩壊の中、漸くゴルバチョフのペレストロイカが始まるまで、

「サハリンには日本人はいない」と日本政府も発表していた。彼女たちの存在が確認
されたのは、戦後

“

年もしてからだという。
著者は5年がかりで現地に何度も足を運んで取材し、女たちの姿を克明に伝える。

戦争の悲惨さは単に戦中だけに留まらず、国の権益や大義名分のため、それぞれの国
民に多大な犠性を強いる「国家」とは何だろうと改めて深く考えさせられた。

乳母の力 歴史文化ライブラリー195歴史を支えた女たち

田端泰子/著 吉川弘文館 200ダ田月 1785円
「乳母が歴史を動かした」とは、よくいわれる言説である。院政

時代や中世武家社会における「乳母」の実像を機臨 歴史を動かし
た実態にせまっている。

女の老いと男の老い 近代女性のライフスタイル
ひろたまさき/著 吉l!1弘文館 2005年7月  2730円

男女の老いの違いを考慮し、近代女性のライフサイクルと女性の

自立の関係を問うている。キーワードは、ここでもグローバリゼー

ションである。

宮廷の女性たち 恋とキャリアの平安レィディー

秦澄美樹著 新人物往来社 2005年6月  2100円
小野小町、和泉式部、紫式部などの平安時代の女性たちの新たな

る発見の書。平安時代は、女性・男性とも “人間が人間らしく輝い
ていた"時代であると著者。

吉野裕子/著 人文書院 2005年5月  2625円
縄文・弥生時代における蛇信仰は、女性優位の女王国の隆盛をも

たらした力ヽ その後、中国哲学導入後は、女性優位を欠点とみなす
思想が主流となったという。その中で、古代日本ではいかにして女
性天皇が受け入れられたのか。多くの試論を用いて検証。女性天皇

誕生の謎を解く。

つくられた卑弥呼 <女>の創出と国家
義江明子/著 筑摩書房 200ダ科 月 714円

「風土記」「『魏志』倭人伝」などを丁寧に読み解き、本当の卑弥
呼に迫る。巫女に祭り上げられた卑弥呼である力ヽ 実は女性首長の
1人だったと著者。新しい歴史的見解が女帝論議に一石を投じる。

長崎出島の遊女 智慧の海叢書17 近代の窓を開いた女たち

自石広子/著 勉誠出版 200ダ科 月 1260円
江戸時代後期、出島の丸山遊女たちは、日本人の中で一番西洋に

近い存在だった。著者は、「蛮館図」と「阿蘭陀文」の2つの古い作
品から、2つの謎を抽出し、なぞ解きによって近代日本人の西洋の
イメージを浮かび上がらせる。

ヒロシマを持ち帰つた人々  新装増補版 「韓国の広島」はなぜ生まれたのか
市場淳子/書 凱風社 2005年6月 2940円

韓国に住む被爆者の20世紀1∞年の歴史を、日本人として掘り起
こし、記録したもの。被爆者の10人に1人が朝鮮人で、生き残った
被爆朝鮮A3万人のうち2万30∞人力ヽ 被爆した体をたずさえ、独立
した祖国へ帰っていったとされている。

北九州市立男女共同参画センター“ムーブ"/編

明石書店 2005年 3月  2100円
「メディアのジェンダー構造と女性表現」

休 田宗子)「表現の自由と女子の人権」 (植

野妙実子)他。鈴木みどり、若桑みどり、

村松泰子、諸橋泰樹などなどが、わかりや

すくまとめている。

別冊宝島編集部/編 宝島社

2005年 7月  900円
中国・韓国から一斉に起こった反日の動

きに対し、両国の歴史教育が反日をあおり
立てているのでは、との逆批判が起こって
いる。実態はどうか?「従軍慰安婦」の記述
についてなど、意外な側面がわかってくる。

使 つた ら危 険  「つ くる会 」歴史・公民 教科書
子どもを戦争にみちびく教科書はいらない !

上杉聰 。大森明子・高嶋伸欣・西野瑠美子/著 明石書店
2005年6月  1050円

発禁・わいせつ。知る権利と規制の変遷 出版年表
橋本健午/著 出版メディアパル 200ダ科 月 1575円

表現の自由と出版規制について、年表や資料を多用し、コンパク
トにまとめている。
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鈴木美代子/書 草思社
2005年 5月  1890円

妙子100歳、輝子95歳、
春子88歳、陽子83歳…長
岡輝子の四姉妹。本当に
それぞれが美しく、健やか
で、個性的、かつ仲がよ
い。 こういう「健全 さ」
は、やはり、すごいと思う。

アナキズム運動、女性解放運動の先駆者であり、
伊藤野枝。大杉栄をはじめとする世界中の活動家
に絶大な影響を与えたエマ・ゴールドマンの自伝
が翻訳された。上下合わせると1500ページをこえ、
「女性の自伝としては最大の長さ」ぐ貼旨)である。
待ち望まれていた翻訳出版だという。エマをめぐ
るものすごい人脈ネットワークが目の前に展開さ
れる。

エア・コ■ル陶 ン/著 小田光雄・小田透/訳 ぱる出版 2005年4月 各2940円

アフガニスタンの少女、日本に生きる
虎山ニルファ/菩 草思社 200ダ科月 1680円
父はアフガニスタンの官僚。日本での研修中に母

国にクーデターが起こり帰国できなくなる。15歳で
メッカ大巡礼の名目でアフガニスタンを脱出し、娘
(著者)と父は再会。「努力」だけでは言い尽くせな
いのだろう力ヽ ものすごい努力家の父と焼

尾崎翠 『第七官界街径』の世界 女性作家評伝シリーズ5
水田宗子/菩 新典社 2005年 3月  1470円

映画『尾崎翠を探して』で注目されるようになった尾崎翠の評伝。
近代に生まれ、「書く」ことを通して自我を確かめていった女性の
物語である。

科学者キュリー
セアラ・ドライ/著 増田珠子/訳 青土社 2005年 5月 2310円
何冊も出ている評伝の中で、本書が焦点をあてているのは、「闘

うマリー。キュリー」の姿。

時代を拓いた女たち かながわの131人
江刺昭子+史の会/編著 神奈川新聞社 200デ■月 1575円
明治の初めから現代までに、神奈川県で成育し、学ハ 社会的活

動をした131人の女性たちの記銑

女優 新屋英子 私の履歴書
新屋英子/著 解放出版社 200“閾月 1680円

女学校の時、戦争に出会い、平和を誓う。常に弱者の側に立ちな
がら、芝居を続けてきた人だ。

トレイシー・□―ズ15歳の少女が、いかにして―夜のうちに渕νスターになつ勘 ?

トレイシー。ローカ著 野澤敦子′訳 WAVE出版 2005学月 1680円

伝説のポルノクィーンは、当時たった15歳だった。現在は2度 目
の結婚をし、女優、ミュージシャン、家出少女たち保護のサポート
をしている。本書はその半生記。

ファニー・エルスタ/著 田オ寸哲胸 訳 新評論
2005年5月  2625円

原本は今から半世紀以上前、1950年 に出版され
た音楽家エレン・グルプランソンの評伝である。訳
者の熱意により、このたび翻訳された。

蓮月
寺井美奈子/菩 社会評論社 200デ関月 2730円

江戸末期の歌人蓮月の後半生を小説仕立てで描いた。著書曰く、
「蓮月の歌や陶芸がそれほどの域に達しているとは思えないが、夫
と死別してから社会人として自立して、生き抜いた様は見事である」。
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・
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緒方貞子/編 日本放送出版協会 2005年 4月  1050円

日本がODAで海外援助事業をはじめてか
ら50年。国際協力50年 を記念 したシンポジ
ウムの記録が刊行された。緒方貞子氏の国
連難民高等弁務官としての10年 にも及ぶキ
ャリアを背景にした援助哲学が展開されて
いる。

河野直陶書 七つ森書館 2005年7月  2415円
営利企業の農業参入ではなく、消費者と農

家が手をつないで協同活動を広げていくこと
によってこそ、食と農の未来が開けると著者。
そのために今、農家では何をしているのか ?

環境はどういう状況であるのか?農業再生の
ため、現状を見つめ未来を語った。

アジアを愛し、キリスト者の1人として先進国の繁栄と開発途上
国の貧困を考え、数々のポランティア活動をしてきた著者。その豊
富な経験を生かし、NPOoNGOの 基本的な考え方を書いた。お
しつけがましくない文章がよい。

子どもたちが生きる世界はいま
豊田直E/菩 七つ森書館 2005`“月 2310円

コソボ、カンボジア、東アフリカ、イラク、レバノン、沖縄・・・子
どもたちが暮らす社会は、紛争や危険と隣り合わせ。その中で懸命
に生きる子どもたちのまなざしや笑顔。

引t『可参ヽ1コ21  No.19 」uLY2005
内閣府/編 ぎょうせい 2005年 7月 600円

特集は「T4学技術分野における男女共同参画」

スウェー デンの家族生活  子育てと仕事の両立

内閣府経済社会総合研究所 。財団法人家計経済研究所ノ編
独立行政法人国立印刷局 2005`科 月 1470円

内閣府が行った「スウェーデン家庭生活調査」の報告書。多様化
する家族形態とそれを支える家族政策の実態を数字で知ることがで
きて興味深い。

しなやかに問い続けて あごら300号
あごら新宿/編 BOC出版部 20051閾月 1890円

1972年創刊の本誌力潮∞号を迎えた。本号はその特集号。

男女共同参画 自書 平成 17年版

内閣府男女共同参画局 編 独立行政法人国立印刷局
2005年5月  2700円

内閣府発行の自書。今年も発行された。今年度版の特長は、第1

部の序説に「科学技術の進展と男女共同参画」をおいたことである。
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河野美代子著 十月舎発行 星雲社発売 1575円 2005年8月 6日

著者は広島という地にあって、総合病院産婦人科部長とし
て、また産婦人科クリニックの院長として、思春期の性、性
教育、エイズの問題などについて全国に向けて発信し続けて
きた「日本の性教育のパイオニア」ともいうべき人。ロングセ

ラー『さらば悲しみの性J(集英社)『テイ
ーンズボディQ&A』 (学陽書房)をはじめ
として、多くの著作を発表している。そ
して、この夏、 4つの講演の記録を大幅
にブラッシユアップした本書が、新たな
一冊として、その著作群に加わった。

4つの講演録のタイトルは、「思春期の
悩み 。トラブルと相調  「10代の受診から
見えてくる性教育への提言」「女の子 。女
の性 (セ クシュアリテイ)を語る」「更年

期医療から見る性教育への提言」。これに、「産婦人科の窓口
から」と題する書き下ろしエッセイが加えられている。
30年 と今と、ちっとも変わっていないし、性感染症やⅢV

感染者はかえって増えている、と著者。変わったことといえ
ば、傷つく人たちが低年齢化していること、そして、 `性教
育バッシング'が起こっていることだと言う。現場を見よう
としない、教えようとしない、しかし、アダルトビデオ/コ ミ
ックの情報だけは垂れ流されている、現場でガンバッテいる
人間を攻撃することで、憂さばらしをする…そんな状況下で
は、若者は (大人も)いつまでも無知であり、互いを尊重しな
がら自立して生きていく力などつけられない…読んでいくう
ちに、著者の抱くもどかしさが、ひしひしと伝わってくる。

「今だからこそ伝えたい !」 というサブタイトルは、著者の心
底からの `叫び'なのだろう。

お薦めしたいのは、若い人々、学校の先生や親など若者と
接している人々、そして、「生きていく底力」とは何かを知り
たい大人たち。大変読み易い本なので、この夏、是非。

著者インタビュー 第18回
『産婦人科の窓口から 今だからこそ伝えたい!』 の著者

河野美代子さんに聞く

―一 :早速ですが、地元のPTA協議会会長とその人の文章が掲

載されている雑誌の出版社の社長を、名誉毀損で提訴し
たそうですね。

河野 :はい。この30年間、診療の合間を縫って、原稿を書き、

「性教育」の講演にでかけていました。診療から見える現

実を若い人たちに知ってほしい、正しい知識をもってから

自分にも相手にも責任がとれる形でセックスをしてほし
い、との―念からです。ある講演で、法律上の性的自己決
定年齢について、「 13歳からです」と指摘し、13歳未満の

子どもに対する性的虐待は犯罪であるという認識を持つベ

きだという趣旨の発言したのですが、それが、その雑誌に

掲載された文章の中では「 (性的自己決定権は)13歳から

与えられていて、同意ある性行為は認められている」と発

言したとなっているのです。その他にも、いろいろな歪曲

やこじつけがあり、自分のやってきたことが捻じ曲げられ

て伝わる恐れが強かったので、提訴に踏み切りました。

一― :現場では、本当に厳しいことになっている…

河野 :その通りです。私たちが16年間やってきた性教育について

の「夏季セミナー」が、17年 目の昨年、そして今年と、

教育委員会の後援を拒否されるなども含め、各地でいろい

ろなパッシングが起きていて、性教育の現場は本当に大変
です。今の教育界では、教育委員会の後援がない研修会に

は、なかなか教師は参加出来ないのです。

「性教育」とは、「生と性を正しく認識すること」「いの

ちを考えること」「コミュニケーションのあり方を学ぶ
こと」であるとおっしゃっています力ち

あふれる情報の中、まともな大人からしっかりした性の話
を聞くことはとても大切なのです。「知る」ことで行動が
慎重になるし、責任も持てるようになります。しかし、そ
んな話をすると、すぐに、「若者のセックスをそそのかし
ている」などと言われる。今回の提訴の本当の相手は、そ
うした今の風潮をリードしている権力的な集団です。

「さらば悲しみの性』以来の、「現場からの真剣な発信」
という姿勢が貫かれた本ですね。

今回収録した講演録には、音のものも含まれています。で
も、ちっとも古くなってはいないのです。こんな時代だか
らこそ、ますます必要になっているものばかりです。あま
りの「新しさ」に複雑な思いさえしますが、声を大にして、
今後も訴え続けます。(聞 き手:継裕子)

河野美代子さんプロフィール
河野産婦人科クリニック院長 第11回 エイボン女性教育

書受賞 日本思春期学会理事など

,ならよりどり5冊 3000円 !!

売り切ね次第終了します

今年で22回 目を迎えた「市民講座」の記録
本です。斉藤学先生の講演、あらゆるアデ
ィクションの本人、家族とのトークセッショ
ン、体験発表が掲載されています。アルコー

ル、ギャンブル、摂食障害などの依存症や、
家族間の虐待など、様々な問題を抱えてい

る本人、家族へむけての必読書です。
ただいま5冊で3000円のセール中です。品
切れ本がでてまいりましたので、早めにお
買い求め下さい。

詳細は http://akk‐ ip.Org

(AKK・ アデイクションを考える会)

‐ 協 ;17」II掌

纂黎 墨青
田
瞑調

中西豊子

オビには「ジェンダー概念の限界を超え理想自我としてのフェミ

ニズムを掲げる」と難解そうなことが書いてあるから、恐る恐

る手に取ったのだが、決して難しいものではなかった。これは

女たちへの素晴らしい贈 り物だ。

法哲学者である著者は、デリダやラカン、カントなどの理論を縦横に駆使した

フェミニズム理論家であるが、この本は、これまでと違って祖母、母、そして

娘たちへとたどる女の物語を軸に展開する。祖母や母の生き方を真摯に見つめ、

母系の連鎖の中に有る自分を認識していく過程は感動的だ。母の時代いかに女

性の尊厳を主張することが困難であったか、「死ぬときになってやっと自分にな

れる」といって母は誇り高く自身の尊厳を主張し、「死の日」を決める。母の心

情と死の意思が伝わってきて、胸に迫る。この事実には異論もあろうが、この

本を書 く契機になった。著者自身パラグアイの赤ん坊を養子にして、市の諸国
への合法的侵害について真剣に考えている。グローバル化の中の女性労働者の

問題や、政治的現実の状況も視野に入 り、女たちの縦の絆と横の繋がりが大切

なことを改めて考えさせてくれる。
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ミニコミ・ミニコミ ウィメンズブックストアで扱つているミニコミ 。研究誌・情報誌の最新情報です

■「いこ☆る」第5号 仕事と子育て「両立のキーワードは均等待遇」
働く女性の人権センター いこ☆る編集局 2∞5年6月  315円

■「女のためのクリニックニュース」 No.241ク リニックニュー
スも20年/242第3回全国一斉電話相談・秋に実施します/243
「女性が望む医療・女性のための健康支援とは」報告④

ウィメンズセンター大阪 2∞5年5・ 6・ 7月 420円
■「女たちの21世紀」 No.42特集 :災害とジェンダー

アジア女性資料センター 21Xlダ門月 12∞円
■0 「関西こども文化協会ニュースレター」 No.14特集 :彿

雀う『子どもの権利条約』②「社会の中で」/No.15③「ゆと
り」と「教育」/No.16④『意見表明権 (12条 )』

NPO法人関西こども文化協会 2∞4年秋・2∞54■い7月  315円
■「教育大阪 V市 o la Vita」 644号 特集 :新 しいお父さんた
ち/645特集 :みんなで考える性教育/646特集 :い まどきの
性教育   (財)大阪市教育振興公社 2005年 5・ 6・ 7月 350円
■「くらしと教育をつなぐWe」 133号 特集 :ニートと雑居福祉
村構想/134特集 :自 分がたのしい働き方/135特集 :お 隣は
クォータ先進国 フェミックス 2005年 6・ 7・ 8。 9月 合併号 680円

■「Community Design Cafd VOi。 19 CSRの ゆくえ ?・

新米事務局のための実務講座「助成金を獲る」ということ
生きがいしごとサポートセンター阪神北 2005年6月  315円

■「SEAねつと !」 No.9サポートとんがらしプロジェクト。相
談プロジェクトほか   NPO法人シーン 2005年 5月  210円
■「里の家だより」 NO.58 ジェンダーを語る (7)語ることの
できない性被害/「絵本春夏秋冬」12号 (挟み込み)魔女の絵
本・絵本とジェンダー

里の家編集スタッフ・里の家絵本の部屋 2005年7月  315円
■「消費者情報」 No.361特 集 :消費者法ファイル2005大阪府
消費者保護条例が改正された !/362特 集 :地球温暖化防止
「京都議定書」発効の意義と今後の課題/363特集 :フ ァッショ
ンの話題を追う衣料品の輸入と消費者

α )関西消費者協会 2005年5。 6・ 7月 gxl円
■「職場の人権」 第34号 ペイ・エクイティ大研究一日本におけ
る理論と実践/35号 女性労働への偏見と差別を問う一裁判にお
けるジェンダーバイアス

研究会「職場の人権」 2m5年5'7月  840円
■「女性空間」 第22号 特集 :メ ディア情報と女性

日仏女性資料センター 2∞5年6月  1575円
■「女性と仕事ジャーナリb」 No.13 CSR(企 業の社会的責任)と女
性の登用・調査報告 :女性社長はメンター 女性が経営する企
業の「女性が働きやすい職場環境」取組み

llPO法人女性と仕事研究所 2005年7月  12∞円
■「女性としこと」 NO.43特集:どこが違う、正職員と非正規職員

労働大学出版センター2005年6月 500円

■「女性史学」 第15号・女人禁制と触核思想―ジェンダーと身体的
差 女性史総合研究会女性史学編集委員会 2005年 7月 1575円

■「Green Letter」  VOL.37イ ンタビュー 私の人生は「私の
からだ」を知ることから ウィメンズセンター大阪 阿古安子さん

大限いのサポートセンター 2KX154“月 525円
■「世界女性会議 ネッ関ニュース」 No.53 WW05 in Seoul世
界女性会議 報告・辻元清美が語る 憲法を活かす道～共生と非
暴力を求めて～世界女性会議ネットワーク関西 2XIMP月 630円

■「パワーアップニュース」 VOL.48-つ くる人の見える食材を
お客さんに一Kitchen・ ハリーナ佐藤友子さんインタビュー

パワーアップ・プランニング 2005年7月  315円
■「ファイト・パック」 Vol.62☆公開講座報告 性暴力の再犯防
止について ☆タイから日本への人身売買一実態と支援の現状を
考える 性暴力を許さない女の会 X05年7月  525円
■「フィフティ・ネット」 VOL.16ド ーンセンターの指定管理者
制度導入に思う NPO法人フィフティ。ネット2005年 5月 525円

■「フェミニストカウンセリングニュース」 No.47福岡大会分
科会のお知らせ

日本フェミニストカウンセリング学会 2∞5年5月 315円
■「ふえみん」 2758号 再び「つくる会」教科書のゼロ採択を/

2759憲法は「押しつけ」ではなく「贈りもの」/2761効果がある
の? ブッシュ政権の禁欲教育/2762国連安保理日本の常任
理事国入り何が問題か ?/2763エ コ貯金で世界を変える/
2765ホ ントにいいの?裁判員制度/2766ふ えみん泊まってシ
ンポin箱根  ふえみん婦人民主クラブ 2alダ門・6・ 7月 210円

■「fuiin―tsushin」 (婦人通信)No.564私たちの職をささえる
農業・社会保障と自己責任論の限界/565エイズ対策後進国・

日本/566夫婦の姓から民法を考える
日本婦人団体連合会 2∞5年6・ 7・ 8月 380円

■「Voice」 第155号 3/24戸籍続柄裁判高裁判決特集2:こ ん
な判決にめげないぞ/156号 特集3:言語道断の没理論一高裁判
決を読んで一

なくそう戸籍と婚外子差別・交流会 "05年 5。 6月 210円
■「VOICE OF WOMEN」 No.262男女共同参画局へ中間整理
に対する意見を!!/263日 本女性学研究会 2005年 6。 7月 158円

■「月刊むすぶ」 No.412特集 :敗戦60年、私たちの戦争責任と
非戦へのあゆみ/No.413改 憲!?憲法への私たちの思い/
No.414自 然と景観は私たちの文化

ロシナンテ社 2005年伊6。 7月 840円
■「れ組通信」 No.215生物学的女性は保護を受け入れるべき
か/216日 本女性学会シンポジウムを聞きに行って/21724条 と
私のあかるいみらい れ組スタジオ。東京 2005年6・ 7月 525円
■「わいふ」 313号 特集 :料理が苦手

わいふ編集部 2005年 5月 鬱0円

■0 「ワーキング・ウィメンズ。ネットワニクニュースレター」
No.39住友金属男女差別裁判大勝利 !お めでとうございます

WWN 2005～月 500円

■「女(わたし)のからだから」 No.232第十回「女と健康国際会
議」開催について/No.233「 中絶は権利か ?」・・講演と討論会/
No.234「習慣性流産防止等を目的とした受精卵診断実施」|こ 反
対する声明

SOSIIIREN。 女わたLlのからだから 2m5年5・ 6・ 7月  315円

<単発もの>
■「がんばるコリアンウーマンヘ ちゃめREPORT Vol.3」

2CXlダ門月 大阪ちゃめ 525円

■「グループやNPO活動のための情報活用スキルアップ講座言己録
一情報を力にしよう…」 インフォマーレ関西/編 2∞5年3月 840円

■「キャリア形成に生涯学習をいかした女性たち 改訂版 ヌエッ
ク・ブックレット3」   国立女性教育会館 2∞5年6月 鰤 円

■「キャリア形成にNPO活動をいかした女性たち ヌエック・プ
ックレット4」 国立女性教育会館 2005年 6月 500円

■「自分流のさよならをする為に チェックシー ト付き～愛する人
への最後のメッセージ～」(A4版)(A5版 )

自分流のさよなら (葬儀)を考える会 2004710月  lCXXl円

■「仕事と子育てに夢がありますか」
働く女性の人権センター いこ☆る 2∞5年7月 840円

■「第 13回労働者女性解放全国集会報告書集 新自由主義と対
決する女性解放運動を !」

第13回労働者女性解放全国集会実行委員会 2005T・6月 315円
■「京都 幼稚園 保育園情報2005 京都子連れパワーアップ
情報増刊」 llPO法人おふぃすパワーアップ

"05年
7月  1260円

■「母子家庭の仕事とくらし ひとり親就労実態調査・就労支援事

業報告書」 200舗円月 525円 ■「シングルマザーの自立を応援
するサポーターのためのテキスト」 200“円月 735円 ■「養育

費をもらいましょう ひとり親のこどもたちのために」 200群田
月 735円 NPO法人しんぐるまざあず 。ふお―らむ

■「男女平等と個人の尊厳を憲法から消させない ! STOP!憲
法24条改悪キヤンペーンキックオフ記念記録」

STOP!憲法2条改悪キャンペーン 2005年 6月 315円
■「絵本100冊読んで見えてきたもの*2005 絵本に見る家族
と子ども」 NPO法人シーン a151閾月 1050円

■「鐘 第 17号 大阪女性文芸賞発表」
大阪女性文芸協会 2005年 2月 525円
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ウィメンズブックス

W日からの風 『ウィメンズ ブックス』のニュース。お知らせなどのページです

ウィメンズブックストア みなさまのまわりに「ウィメンズブック刻 をぜひ
お薦めください

憲法24条+9条‐なぜ男女平等がねらわれるのか 2005年 3月

中里見協/著 かもがわ出版 630円

当事者主権              2003年 10月

中西正司 上野千鶴子/著 岩波書店 735円

金香百合のジェンダーワークショップ      2005年 3月

金香百合 浮穴正14/監修

ジェンダー・学び・プロジェクト/編 解放出版社 1890円

老いる準備‐介護することされること   2005年 2月

上野千鶴子/著 学陽書房 1680円

日
憲法二十四条…今、家族のあり方を考える  2005年 5月

植野妙美子/著 明石書店 1050円

■ `ゆ う'だより

◎7月 3日 の「ウィメンズブックスフォーラム2005:わ たしのこと
はわたしが決める一当事者主権は社会を変える」は、立見がで
るほどの盛況でした。本屋をしていますと「これは絶対に広めた
い !」 と思う本にめぐり合います。今回のブックスフォーラムの

テーマだった『当事者主権』(上野千鶴子 。中西正司著 岩波

書店)は、その中でも特に「読んでほしい」と思った本でした。
上野節は、今も健在。 5年前、松香堂からウィメンズブックス

トアを引き継いだとき「つぶさんといてナ」と言われたことを思

い出しながら、私もお話に聞き入っていました。

◎「わたしのことはわたしが決める」なんて宣言すると、「わがまま」

だとか言われるのかな、今でも。でも、フェミニズムの運動はい

つも、「わたしのことはわたしが決める !」 の運動だったと思う

のです。今回の『当事者主権』で展開された上野さんの主張は、

そうした女性の運動に「共」の概念を入れ込み、より実践的に、

より具体的に進めていこうという主張なのだと私は思います。

年 1回 ですが、ウィメンズブックスクラブの会員の皆様とお会

いできるのは、とっても励みになります。ありがとうございまし

た。

◎8月 7日 には、著者インタビューに登場いただいた河野美代子さ

んにお会いするために、広島に行ってきました。60年前の8月 7

日、原爆が落とされた翌日の広島は、どんなだったのでしょう。

じりじりとこげつく太陽のもと、原爆記念館まで路面電車に乗

りました。12ページにご紹介 した『チンチン電車と女学生』(日

本評論社)は、原爆が落ちたその朝、路面電車を運転していた

10代の少女たちのお話です。今の日本の政治状況を見ると、60

年前を忘れているようで、なんともやりきれません。むしょうに

腹がたってきて、仕方がありませんでした。

(ウ ィメンズブックス編集長 :森屋裕子 )

〒540-0008 大阪市中央区大手前1‐3‐49 ドーンセンターlF

電話 06-6910‐ 8627 FAX 06-6910-6115
E‐mail info@womens― books.jp

郵便振替口座  00900-5-309395

火 ～ 金 :午前10時から午後7時

土。日・祝 :午前11時から午後6時30分

定 休 日 :月 曜  ドーンセンター休館日

●メール FAX 電話のご注文で、迅速発送

● 送料 会員割引サービス。会員の方には、入金確認前でも発送いた

します。情報相談いたします。

●年間9al冊の新刊書籍情報、 ミニゴミ誌/紙・学会誌情報、特集記事

などを掲載した機関紙「ウイメンズブックス」を年4回お届けします

●会員のみなさんの著作紹介、関係する冊子、機関誌/紙、ミニコミ紙

の委託販売をお受けします

●年会費 (年度は4月 から翌年3月 ・入会金は不要です)

個人会員        3000円
海外会員・団体会員   3800円

uR議シt額由轟軸画醸鳳‐   凛

||ず宅議鏃議鮮題麗L:購剛隋資‐1

同封の振込用紙の通信欄、又はFAX注文表に書名、書籍代 (消

費税込み)を書いてお申込ください。下記の送料共でお振込くだ

さいますようお願いいたします。

HPの ご注文欄やメイル・電話でのご注文もお受けいたしております。

※ リスト書籍以外のご注文もお受け致しております。

〈送料〉

□ llyI:営詈靭途多|ボ |::::目禁竜8蓮樹|:埜樫300円
海外会員・団体会員 別途請求をさせていただきます

会員の皆様向け送料を、値下げしました !

月一回の配信。編集長からのお薦め新刊本案内

が中心です。ご登録は、

メールでinfo@womenゝbooksjp までどうぞ

入会は随時受け付けています。詳細はご連絡 ください。

書評やアピール、イベント情報などを400字以内でおよせ ください。

本誌からの無断転載 ・コピーはお断りします


